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主
催
は
、
鹿
児
島
県
酒
造

組
合
（
濵
田
雄
一
郎
会
長
）、

九
州
南
部
卸
酒
販
組
合
鹿
児

島
地
区
会
（
迫
利
幸
会
長
）、

鹿
児
島
県
小
売
酒
販
組
合
連

飲
酒
を
取
り
巻
く
社
会
的
な

問
題
の
解
決
を
図
る
」
の
が

目
的
。

　

鹿
児
島
市
の
セ
ン
テ
ラ
ス

天
文
館
ス
ク
エ
ア
広
場
で
の

開
会
式
に
は
、▽
鹿
児
島
県
・

塩
田
康
一
知
事
▽
熊
本
国
税

局
・
岩
田
知
子
酒
類
監
理
官

▽
鹿
児
島
県
警
察
本
部
・
中

野
誠
交
通
部
長
警
視
正
▽
鹿

児
島
市
・
山
内
竜
二
危
機
管

理
局
長
▽
鹿
児
島
税
務
署
・

中
元
眞
吾
署
長
▽
鹿
児
島

県
・
平
林
孝
之
商
工
労
働
水

産
部
長
▽
熊
本
国
税
局
・
平

山
勝
盛
酒
類
業
調
整
官
（
鹿

児
島
署
派
遣
）
▽
鹿
児
島
県

商
工
労
働
水
産
部
・
永
井
伸

也
販
路
拡
大
・
輸
出
促
進
課

長
ら
が
臨
席
。
司
会
進
行
を

鹿
児
島
小
売
酒
販
組
合
・
佐

藤
高
広
さ
ん
が
務
め
た
。

　

開
会
挨
拶
で
県
酒
造
組
合

濵
田
会
長
は
「
当
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
健
康
で
豊
か
な
社

会
生
活
を
営
む
た
め
安
全
な

交
通
社
会
の
実
現
や
明
日
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
う
え
で
、
依
然
と
し
て

飲
酒
に
起
因
す
る
事
件
事
故

や
青
少
年
の
非
行
が
後
を
絶

た
な
い
憂
慮
す
べ
き
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
私
ど
も
酒

類
の
製
造
販
売
に
係
わ
る
者

ト
ー
リ
ー
を
活
か
し
た
商
品

開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
な
げ
る
た
め
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
う
。
ま

た
今
年
は
10
月
に
『
燃
ゆ
る

感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご

し
ま
大
会
』が
開
催
さ
れ
る
。

ま
た
本
県
の
新
た
な
観
光
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
〝
南
の

宝
箱 

鹿
児
島
〟
に
決
定
し

た
。
本
格
焼
酎
を
は
じ
め
と

す
る
県
産
品
や
、
昨
年
第
12

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に

お
い
て
和
牛
日
本
一
に
輝
い

た
鹿
児
島
黒
牛
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
食
材
、
３
つ
の

世
界
遺
産
な
ど
観
光
資
源
、

本
県
の
有
す
る
宝
物
を
積
極

的
に
発
信
し
、
本
県
産
業
の

振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」。

島
県
警
察
本
部
・
熊
本
国
税

局
・
鹿
児
島
県
下
各
税
務
署

が
後
援
し
た
。
平
成
20
年
か

ら
始
ま
っ
た
取
組
で
、
今
回

で
15
回
目
。
参
加
者
は
、
生

販
三
層
組
合
員
ら
約
１
０
０

人
に
、
鹿
児
島
県
・
塩
田
康

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
根
気

強
い
啓
発
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
重
要
だ
。
ま
た
飲
酒
運

転
撲
滅
に
つ
い
て
は
、
県
民

総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
展

開
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し

て
後
を
絶
た
ず
、
県
内
に
お

い
て
も
昨
年
、
飲
酒
運
転
事

故
に
よ
り
２
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
た
。
飲
酒
運
転
根
絶

の
た
め
に
は
、
運
転
者
の
み

な
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
、
職

場
等
に
お
け
る
飲
酒
運
転
を

許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
と
県

民
一
人
一
人
の
意
識
改
革
が

重
要
だ
。
こ
の
よ
う
な
中
、

酒
類
に
携
わ
る
皆
様
が
率
先

し
て
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

等
に
よ
り
令
和
２
年
以
降
は

中
止
や
規
模
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
４

年
ぶ
り
に
多
く
の
方
々
が
ご

参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
る
こ

と
は
、20
歳
未
満
飲
酒
防
止
・

飲
酒
運
転
撲
滅
に
対
す
る
県

民
の
意
識
啓
発
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
関
係

者
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
か

ら
感
謝
す
る
」
と
地
元
酒
類

業
界
の
取
組
を
高
く
評
価
し

た
。

　

知
事
は
鹿
児
島
県
酒
造
組

合
が
主
催
す
る
「
鹿
児
島
県

本
格
焼
酎
鑑
評
会
」
の
総
裁

も
務
め
て
お
り
、
県
産
本
格

焼
酎
の
現
状
や
需
要
喚
起
に

つ
い
て
も
以
下
言
及
し
た
。

「
本
格
焼
酎
は
本
県
を
代
表

す
る
特
産
品
で
あ
り
、
そ
の

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
皆
様
の
活

動
は
そ
の
一
翼
を
担
う
も
の

で
、
引
き
続
き
積
極
的
な
取

組
を
お
願
い
す
る
」
と
要
請

し
た
。
ま
た
「
国
税
庁
で
は

平
成
29
年
６
月
、
酒
税
法
等

の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
、

酒
類
販
売
管
理
研
修
の
３
年

ご
と
の
受
講
を
義
務
化
す
る

な
ど
20
歳
未
満
に
酒
類
を
販

売
し
な
い
体
制
の
一
層
の
強

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
昨

年
４
月
１
日
か
ら
民
法
の
成

年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
飲
酒

を
禁
止
す
る
年
齢
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
20
歳
未
満
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
国

税
庁
で
は
関
係
省
庁
と
共
同

で
、
昨
年
３
月
に
あ
ら
た
め

な
が
る
危
険
性
が
高
く
、
一

た
び
事
故
が
起
き
れ
ば
、
被

害
者
・
加
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
家
族
な
ど
多
く
の
人
生

を
狂
わ
せ
る
、
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
一
人

一
人
が
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

し
な
い
・
さ
せ
な
い
と
い
う

強
い
意
思
を
持
ち
続
け
る
と

と
も
に
、
そ
の
根
絶
を
目
指

し
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た

20
歳
未
満
の
飲
酒
は
法
令
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
飲
酒
に
よ
る
救
急

搬
送
な
ど
が
後
を
絶
た
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
、
正
し
い
知

識
の
普
及
に
努
め
、
次
の
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
全

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。
本
日
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
20
歳
未
満
の
飲
酒

に
よ
る
心
身
へ
の
悪
影
響
や

飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
強
く

市
民
県
民
に
訴
え
る
、
大
変

意
義
深
い
取
組
だ
。
本
日
の

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
契
機

に
20
歳
未
満
の
飲
酒
防
止
と

飲
酒
運
転
の
撲
滅
の
取
組
の

輪
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
を

祈
念
し
て
い
る
」。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
県
小

売
酒
販
組
合
連
合
会
八
木
会

長
が
大
会
宣
言
文
を
読
み
上

げ
た
。
知
事
に
対
し
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
込
め
た
想
い
を

以
下
伝
え
た
。「
健
康
で
豊

か
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め

に
、
安
全
な
交
通
社
会
の
実

現
や
明
日
を
担
う
青
少
年
の

健
全
な
育
成
が
、
私
た
ち
国

民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
近
年
で
も
飲

酒
に
起
因
す
る
事
件
・
事
故

が
後
を
絶
た
な
い
の
は
、
誠

合
会
（
八
木
栄
壽
会
長
）
で

組
織
す
る
実
行
委
（
生
販
三

層
協
議
会
、
事
務
局
・
県
小

売
酒
販
組
合
連
合
会
）。
鹿

児
島
県
・
鹿
児
島
市
・
鹿
児

の
社
会
的
責
任
に
お
い
て
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
実

施
主
旨
を
強
調
。
一
方
、
県

産
本
格
焼
酎
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
と
指
摘
し
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
要
性
を

訴
え
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
売
上
げ
の
減
少
に
加
え
、

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
（
も
と

ぐ
さ
れ
び
ょ
う
）
に
よ
り
思

う
よ
う
に
原
料
さ
つ
ま
い
も

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
う
え
に
、
原
油

価
格
の
高
騰
や
物
流
コ
ス
ト

の
上
昇
な
ど
で
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
き
た
。
こ
こ
に
き

て
よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
落
ち

着
い
て
き
て
お
り
、
飲
酒
の

機
会
が
増
え
、
国
内
外
の
観

光
客
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
今
年
は
悲
願
の
鹿
児
島

国
体
・
鹿
児
島
大
会
が
10
月

に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
多

く
の
選
手
や
関
係
者
が
鹿
児

島
に
来
ら
れ
る
の
で
、
私
ど

も
が
誇
る
本
格
焼
酎
で
の
お

も
て
な
し
で
、
鹿
児
島
本
格

焼
酎
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

重
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、

パ
レ
ー
ド
を
通
じ
市
民
の

方
々
に
大
い
に
呼
び
か
け
て

い
こ
う
」。

　

塩
田
知
事
は
「
20
歳
未
満

飲
酒
防
止
に
つ
い
て
は
、
飲

酒
が
未
発
達
の
心
と
身
体
に

及
ぼ
す
悪
影
響
を
子
供
た
ち

や
周
り
の
大
人
に
認
識
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

　

熊
本
国
税
局
岩
田
酒
類
監

理
官
は
「
皆
様
は
致
酔
性
飲

料
で
あ
る
酒
類
を
取
扱
う
業

者
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

は
じ
め
、
20
歳
未
満
飲
酒
防

止
や
飲
酒
運
転
撲
滅
と
い
っ

た
飲
酒
に
対
す
る
社
会
的
要

請
へ
の
対
応
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
深
く
敬
意
を

表
す
る
。
皆
様
は
飲
酒
に
関

す
る
社
会
的
要
請
へ
の
対
応

に
向
け
日
頃
か
ら
熱
心
に
活

動
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な

こ
と
に
20
歳
未
満
者
の
飲
酒

や
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は

後
を
絶
た
な
い
。
こ
の
よ
う

な
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に

は
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
等

を
含
む
社
会
全
体
で
20
歳
未

満
者
の
飲
酒
や
飲
酒
運
転
を

絶
対
さ
せ
な
い
環
境
の
醸
成

が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
る
」
と
指

摘
。「
警
察
と
し
て
も
飲
酒

運
転
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
運
転
者
の

家
族
や
友
人
な
ど
周
囲
の
方

の
意
識
改
革
も
重
要
だ
と
捉

え
て
い
る
。
自
治
体
や
多
く

の
機
関
、
団
体
と
共
に
連
携

し
、
飲
酒
運
転
８
（
や
っ
）

せ
ん
運
動
〈
飲
酒
運
転
の
禁

止
の
み
な
ら
ず
、
飲
酒
運
転

車
両
へ
の
同
乗
や
運
転
者
へ

の
酒
類
提
供
の
禁
止
等
を
鹿

児
島
弁
や
っ
せ
ん
に
掛
け
８

つ
の
フ
レ
ー
ズ
で
呼
び
か
け

る
も
の
〉
や
広
報
啓
発
活
動

を
展
開
し
、
飲
酒
運
転
を
し

な
い
・
さ
せ
な
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
ま
た
昨
年
は
少
年
に
よ

る
飲
酒
の
補
導
事
案
が
１
４

５
人
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
の

年
に
比
べ
60
人
以
上
増
加
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
中
、
酒
類
の
製
造
・

卸
・
小
売
に
携
わ
る
皆
様
方

が
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
が

あ
る
こ
と
で
あ
り
、
県
民
の

飲
酒
運
転
撲
滅
の
気
運
醸
成

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
」
と
話
し
た
。

　

鹿
児
島
市
・
山
内
危
機
管

理
局
長
は
以
下
、
同
市
・
下

鶴
隆
央
市
長
の
挨
拶
を
代
読

し
た
。「
長
年
の
間
、
こ
の

よ
う
な
社
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
御
礼

申
し
上
げ
る
。
本
市
域
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、い
ま
だ
後
を
絶
た
な
い
。

飲
酒
運
転
は
死
亡
事
故
に
つ

一
知
事
を
は
じ
め
行
政
機
関

職
員
等
が
加
わ
り
約
１
２
０

人
に
上
っ
た
。
鹿
児
島
県
酒

造
青
年
会
（
酒
青
会
、
河
野

直
正
会
長
）
会
員
の
大
挙
参

加
と
実
働
で
ア
ピ
ー
ル
を
勢

い
づ
け
た
。

　
「
県
下
の
酒
類
の
製
造
・

販
売
に
携
わ
る
事
業
者
が
連

携
し
、
県
民
に
対
し
、
二
十

歳
未
満
の
飲
酒
防
止
や
、
い

ま
だ
後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運

転
な
ど
、
不
適
切
な
飲
酒
に

対
す
る
意
識
啓
発
を
行
い
、

製
造
販
売
な
ど
は
本
県
経
済

を
支
え
る
主
要
な
産
業
で
あ

る
。
県
で
は
県
産
焼
酎
の
消

費
拡
大
及
び
輸
出
促
進
を
図

る
た
め
、
首
都
圏
や
東
北
地

方
を
中
心
に
大
手
酒
販
店
や

都
内
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き

飲
食
店
等
と
連
携
し
た
取
組

を
展
開
し
て
い
る
。
輸
出
促

進
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
Ｗ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
や
フ
ラ
ン
ス

のKura Master

協
会
、
ア

メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
な
ど
海
外
市
場
で
影
響

力
の
あ
る
酒
類
業
関
係
者
と

連
携
し
効
果
的
な
情
報
発
信

等
に
よ
っ
て
、
海
外
に
お
け

る
県
産
本
格
焼
酎
の
消
費
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
県
産
本
格
焼
酎
の
高
付
加

価
値
化
に
向
け
て
個
性
や
ス

て
酒
類
業
界
に
対
し
20
歳
未

満
飲
酒
防
止
に
対
す
る
取
組

の
徹
底
を
お
願
い
し
て
い

る
。
さ
ら
に
酒
類
自
動
販
売

機
の
撤
廃
に
向
け
た
酒
類
業

界
の
自
主
的
な
取
組
を
促
し

た
結
果
、
全
国
で
の
設
置
台

数
は
平
成
８
年
約
19
万
台

だ
っ
た
も
の
が
、
令
和
４
年

に
は
約
１
万
１
千
台
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
。
酒
類
業
界

の
所
管
官
庁
と
し
て
、
飲
酒

に
関
す
る
社
会
的
要
請
に
対

し
よ
り
一
層
的
確
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。
本
日
は
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
、
20
歳
未

満
の
人
へ
酒
類
販
売
や
提
供

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
社
会
に
強
く
訴
え
て
い
き

た
い
。
本
日
の
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
通
じ
て
よ
り
良
い

飲
酒
環
境
が
醸
成
さ
れ
る
こ

と
を
祈
念
す
る
」
と
し
た
。

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
・
中

野
交
通
部
長
警
視
正
は
、
県

下
の
交
通
情
勢
に
触
れ
「
昨

年
の
交
通
事
故
は
発
生
件

数
・
死
者
数
・
負
傷
者
数
と

も
に
前
年
よ
り
減
少
し
た
。

特
に
死
者
数
が
42
人
と
、
令

和
３
年
に
策
定
さ
れ
た
第
11

次
鹿
児
島
県
交
通
安
全
計
画

の
目
標
で
あ
る
43
人
以
下
を

３
年
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
方
、
飲
酒

運
転
は
全
交
通
事
故
が
減
少

傾
向
に
あ
る
な
か
、
こ
こ
数

年
は
増
減
を
繰
り
返
し
、
直

近
５
年
間
で
は
飲
酒
運
転
事

故
に
よ
り
12
人
の
尊
い
命
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま

だ
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
は
ほ

ど
遠
く
、
県
民
の
安
心
安
全

に
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
り

ま
す
。
一
方
で
青
少
年
の
非

行
に
は
、
社
会
全
体
の
規
範

意
識
の
低
下
が
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
ま
す
。
酒
類

の
製
造
・
販
売
に
関
わ
る
私

た
ち
は
、
致
酔
性
を
有
す
る

商
品
を
扱
う
者
と
し
て
の
社

会
的
責
務
に
お
い
て
、
青
少

年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、

二
十
歳
未
満
飲
酒
防
止
と
、

飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
た
啓

発
運
動
を
、
関
係
機
関
の

方
々
と
一
体
と
な
っ
て
実
践

い
た
し
ま
す
」。
二
十
歳
未

満
飲
酒
防
止
・
飲
酒
運
転
撲

滅
に
資
す
る
た
め
、
①
年
齢

確
認
や
区
分
陳
列
、
啓
発
ポ

ス
タ
ー
掲
示
で
注
意
喚
起
す

る
②
運
転
す
る
人
に
は
飲
ま

せ
な
い
・
飲
ん
だ
人
に
は
絶

対
運
転
さ
せ
な
い
よ
う
地
域

と
の
連
携
を
密
に
し
飲
酒
運

転
撲
滅
の
環
境
を
醸
成
す
る

③
目
指
す
社
会
の
実
現
へ
向

け
、
取
組
を
関
係
機
関
等
と

連
携
し
積
極
的
に
推
し
進
め

て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
、
参
加
者

は
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
し

た
タ
ス
キ
を
掛
け
、
プ
ラ

カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
を
掲
げ
た

一
団
と
な
り
「
二
十
歳
未
満

飲
酒
防
止
・
飲
酒
運
転
撲
滅

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
明
る

い
飲
酒
環
境
～
」
と
ア
ピ
ー

ル
の
横
断
幕
を
先
頭
に
、
天

文
館
商
店
街
（
天
文
館
通

り
・
天
神
ぴ
ら
も
ー
る
・
Ｇ

３
ア
ー
ケ
ー
ド
）
を
パ
レ
ー

ド
。
心
ひ
と
つ
に
訴
え
る
強

い
意
思
を
表
明
し
た
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
、「
ア

サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ　

生

ジ
ョ
ッ
キ
缶
」（
缶
３
４
０

㎖
）
を
６
月
上
旬
製
造
分
か

ら
、「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
イ　

生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
大
生

（
だ
い
な
ま
）」（
缶
４
８
５

㎖
）
を
５
月
中
旬
製
造
分
か

ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

　
「
生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
」
は
、

間
を
大
幅
に
短
縮
し
、「
生

ジ
ョ
ッ
キ
缶
」
な
ら
で
は
の

〝
お
店
で
生
ジ
ョ
ッ
キ
を
飲

む
よ
う
な
ワ
ク
ワ
ク
〟
に
加

え
、
よ
り
満
足
感
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

同
社
で
は
、「
引
き
続
き

合
弁
会
社
で
、
韓
国
に
お
い

て
、「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
」
を
始
め
と
し
た
輸
入

酒
類
の
販
売
事
業
を
手
掛
け

て
い
る
。
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

は
、「
ロ
ッ
テ
ア
サ
ヒ
酒
類

を
通
じ
て
韓
国
で
の
『
ア
サ

ま
た
、
缶
を
開
栓
す
る
際
に

最
初
に
切
れ
込
み
が
入
る
箇

所
の
厚
さ
の
バ
ラ
つ
き
を
改

善
す
る
こ
と
で
、
従
来
よ
り

も
ふ
た
の
開
け
や
す
さ
を
向

上
さ
せ
た
。

　

缶
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、「
生

ジ
ョ
ッ
キ
缶
」
ら
し
い
斜
め

の
液
色
は
そ
の
ま
ま
に
「
Ａ

ｓ
ａ
ｈ
ｉ
」
と
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ

Ｒ
〝
Ｄ
Ｒ
Ｙ
〟」
の
ロ
ゴ
を

水
平
に
配
置
す
る
こ
と
で

「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
通
常

缶
と
親
和
性
が
高
い
デ
ザ
イ

ン
と
し
た
。
缶
体
裏
面
に
は

「
生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
の
楽
し
み

方
」
を
記
載
し
た
。

　
「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ　

生

ジ
ョ
ッ
キ
缶
」
は
家
庭
内
で

の
飲
用
を
よ
り
楽
し
く
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
る
新
し
い
価
値
を

提
供
す
る
商
品
と
し
て
２
０

要
に
対
し
商
品
供
給
が
追
い

付
か
ず
、
一
時
休
売
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
は
毎
月
数
量
限
定

で
販
売
し
、
生
産
体
制
を
強

化
し
た
う
え
で
２
０
２
２
年

７
月
か
ら
通
年
販
売
を
再

開
。
現
在
で
は
４
８
５
㎖
の

商
品
も
販
売
し
、
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
強
化
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
40
カ
国
以

上
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
が
集
ま

る
ビ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ

ｌ　

Ｂ
ｅ
ｅ
ｒ　

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ

ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
」
の
「
Ｄ
ｅ
ｓ

ｉ
ｇ
ｎ
＆
Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｉ

ｎ
ｇ　

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
（
デ

ザ
イ
ン
＆
パ
ッ
ケ
ー
ジ
部

門
）」
で
２
０
２
１
年
に
金

賞
を
受
賞
し
、
国
際
的
な
評

価
も
得
て
い
る
。

　

日
本
で
の
発
売
以
降
の
反

響
は
韓
国
で
も
話
題
に
な

り
、
発
売
を
求
め
る
消
費
者

の
声
が
相
次
い
だ
こ
と
か

ら
、
ロ
ッ
テ
ア
サ
ヒ
酒
類
が

　

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
（
東
京
、
勝

い
し
さ
」
の
訴
求
を
強
化
し

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
変
更
し
、

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

〝
心
と
カ
ラ
ダ
に
、
ご
自
愛

ノ
ン
ア
ル
。〟
に
刷
新
し
た
。

　

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ュ
ー

ハ
イ
・
カ
ク
テ
ル
テ
イ
ス
ト

飲
料
市
場
の
２
０
２
２
年
の

販
売
金
額
は
２
０
２
１
年
比

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
、
ノ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
の
カ
ク
テ
ル
テ

イ
ス
ト
飲
料
「
ア
サ
ヒ　

ス

タ
イ
ル
バ
ラ
ン
ス
プ
ラ
ス　

シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
サ
ワ
ー
テ

イ
ス
ト
」
を
５
月
23
日
か
ら

期
間
限
定
で
発
売
す
る
。

　

同
商
品
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の

る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
店
舗
名

の
〝
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
〝
は
ニ
ッ
カ

ウ
ヰ
ス
キ
ー
創
業
者
で
あ
る

竹
鶴
政
孝
の
妻
の
愛
称
〟
Ｒ

Ｉ
Ｔ
Ａ
（
リ

タ
）〝
か
ら

と
っ
た
。
同

店
で
は
、
リ

タ
が
残
し
た

ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
や
日
本

で
の
レ
シ
ピ

メ
ニ
ュ
ー
の

再
現
や
、
ウ

イ
ス
キ
ー
や

ハ
イ
ボ
ー
ル

に
合
う
ス

開
栓
す
る
と
き
め
細
か
い
泡

が
自
然
に
発
生
し
、
飲
食
店

の
ジ
ョ
ッ
キ
で
飲
む
樽
生

ビ
ー
ル
の
よ
う
な
味
わ
い
が

楽
し
め
る
世
界
初
の
商
品

で
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
は
「
生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
」
特

有
の
缶
胴
資
材
の
泡
立
ち
特

性
を
考
慮
し
て
見
い
だ
し
た

泡
を
き
め
細
か
く
す
る
最
適

条
件
に
基
づ

い
て
、
ビ
ー

ル
の
ろ
過
条

件
な
ど
製
造

工
程
で
の
精

度
を
よ
り
厳

し
く
管
理
す

る
こ
と
で
、

泡
の
大
き
さ

が
小
さ
く
な

り
泡
密
度
が

増
加
し
た
。

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
が
日
本
で

展
開
す
る
缶
容
器
（
３
４
０

㎖
）
の
ビ
ー
ル
で
、
開
栓
す

る
と
缶
体
内
側
の
特
殊
塗
料

に
よ
り
き
め
細
か
い
泡
が
自

然
に
発
生
し
、
飲
食
店
の

ジ
ョ
ッ
キ
で
飲
む
樽
生
ビ
ー

ル
の
よ
う
な
味
わ
い
が
楽
し

め
る
世
界
初
の
商
品
と
な
っ

て
い
る
。

　

同
商
品
は
、
家
庭
内
で
の

ビ
ー
ル
飲
用
を
よ
り
楽
し
く

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
新
し
い
価

値
を
提
供
す
る
た
め
、
約
４

年
の
開
発
期
間
を
経
て
、
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
が
２
０
２
１
年

４
月
に
日
本
で
発
売
。
販
売

開
始
か
ら
想
定
を
上
回
る
需

ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
』
の
販

売
を
強
化
し
て
い
る
。
革
新

的
な
商
品
を
展
開
す
る
こ
と

で
、〝
期
待
を
超
え
る
お
い

し
さ
、
楽
し
い
生
活
文
化
の

創
造
〟
を
目
指
す
」
と
し
て

い
る
。

コ
ー
ル
チ
ュ
ー
ハ
イ
テ
イ
ス

ト
・
カ
ク
テ
ル
テ
イ
ス
ト
市

場
で
２
年
連
続
売
上
金
額
Ｎ

ｏ
．１
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
。

　

同
社
で
は
、「
新
た
に
設

定
し
た
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー

ジ
〝
心
と
カ
ラ
ダ
に
、
ご
自

愛
ノ
ン
ア
ル
。〟
を
通
じ
て
、

ブ
ラ
ン
ド
認
知
拡
大
を
図

感
の
あ
る
味
わ
い
が
楽
し
め

る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
シ
ー

ク
ァ
ー
サ
ー
の
果
実
を
大
き

く
描
き
、「
食
事
の
脂
肪
や

糖
分
の
吸
収
を
抑
え
る
難
消

化
デ
キ
ス
ト
リ
ン
配
合
」
の

文
字
を
中
央
に
記
載
す
る
こ

と
で
商
品
の
特
長
を
分
か
り

や
す
く
訴
求
し
て
い
る
。

　
「
ス
タ
イ
ル
バ
ラ
ン
ス
プ

ラ
ス
」
は
〝
カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
〟

〝
糖
類
ゼ
ロ
〟
で
お
酒
気
分

を
楽
し
め
る
、
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
の
カ
ク
テ
ル
テ
イ
ス

ト
飲
料
で
、
豊
富
な
品
揃
え

と
、
食
事
に
合
わ
せ
や
す
い

す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
が

特
長
。
今
年
３
月
に
は
「
健

康
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
と
「
お

２
１
年
４
月
か
ら
発
売
を
開

始
。
２
０
２
２
年
10
月
か
ら

発
売
し
て
い
る
４
８
５
㎖
の

「
生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
大
生
」
は
、

缶
３
４
０
㎖
と
比
較
し
て
開

栓
時
に
泡
立
つ
速
度
が
２
倍

以
上
と
な
り
飲
み
口
全
体
が

泡
で
覆
わ
れ
る
ま
で
の
時

５
月
か
ら
韓
国
で
販
売
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

㈱
ロ
ッ
テ
ア
サ
ヒ
酒
類

は
、
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と
ロ
ッ
テ

七
星
飲
料
㈱
が
共
同
出
資
し

て
２
０
０
４
年
に
設
立
し
た

木
敦
志
社
長
）
傘
下
の
㈱

ロ
ッ
テ
ア
サ
ヒ
酒
類（
韓
国
・

ソ
ウ
ル
、鄭
戴
学
代
表
理
事
、

深
山
清
志
代
表
理
事
）
は
、

「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ

　

生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
」
を
韓
国

で
発
売
し
た
。
日
本
で
販
売

さ
れ
て
い
る
商
品
を
５
月
か

ら
数
量
限
定
で
発
売
し
、
今

夏
を
目
途
に
韓
国
専
用
デ
ザ

イ
ン
の
商
品
を
発
売
し
通
年

で
展
開
す
る
予
定
と
い
う
。

　
「
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ

イ　

生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
」
は
、

１
２
４
％
と
拡
大
し
て
お

り
、「
ス
タ
イ
ル
バ
ラ
ン
ス

プ
ラ
ス
」
は
強
み
で
あ
る
健

康
的
な
イ
メ
ー
ジ
、
お
い
し

さ
、
フ
レ
ー
バ
ー
の
豊
富
さ

が
高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
２

２
年
の
同
社
出
荷
数
量
は
２

０
２
１
年
比
１
１
１
％
と
好

調
だ
っ
た
結
果
、
ノ
ン
ア
ル

特
長
で
あ

る
〝
ア
ル

コ
ー
ル
分

０
・
00
％
〟

〝
カ
ロ
リ
ー

ゼ
ロ
〟〝
糖

類
ゼ
ロ
〟
は

そ
の
ま
ま
に
、
食
事
の
脂
肪

や
糖
分
の
吸
収
を
抑
え
る
機

能
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
難
消
化
性
デ
キ
ス
ト

リ
ン
を
配
合
し
た
機
能
性
表

示
食
品
。
シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー

の
風
味
を
し
っ
か
り
と
感
じ

ら
れ
、
飲
み
飽
き
な
い
爽
快

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
料
理
、
北

海
道
の
地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理
な
ど
が
楽
し
め
、
リ
タ

の
当
時
の
生
活
が
垣
間
見
え

る
写
真
や
パ
ネ
ル
な
ど
を
展

示
し
て
い
る
。

　

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
は
、

２
０
２
４
年
に
創
業
90
周
年

を
迎
え
る
が
、
余
市
蒸
溜
所

で
は
、「『
製
造
工
程
』
や

『
ニ
ッ
カ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

の
見
学
、
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
を
通
し
て
、
ニ
ッ
カ
が
つ

く
り
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ラ

ン
ド
に
加
え
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
の
歴
史
や
魅
力
、
創

業
者
の
竹
鶴
政
孝
の
想
い
な

ど
を
伝
え
て
い
く
」
と
し
て

い
る
。

　
【
見
学
施
設
概
要
】

　

▽
店
舗
名
＝
Ｒ
Ｉ
Ｔ

Ａ
’
ｓ　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｎ(

リ
タ
ズ
キ
ッ
チ
ン)

▽

席
数
＝
80
席
▽
営
業
時
間
＝

10
時
～
15
時
50
分
（
ラ
ス
ト

オ
ー
ダ
ー
15
時
20
分
）

ｓ　

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
（
リ

タ
ズ
キ
ッ
チ
ン
）」
と
し
て

４
月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　
「
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
’

ｓ　

Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
」
は
、
ウ
イ
ス

キ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩

な
お
酒
と
食
事
が
体
験
で
き

二
十
歳
未
満
飲
酒
防
止
・
飲
酒
運
転
撲
滅
「
鹿
児
島
県
下
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

天
文
館
を
パ
レ
ー
ド

酒
類
生
販
三
層
が
主
催
、
大
規
模
展
開

関
係
機
関
連
携
、総
力
で
訴
求

　
【
鹿
児
島
】県
内
の
酒
類
生
販
三
層
が
連
携
し
主
催
す
る『
二
十
歳
未
満
飲
酒
防
止
・

飲
酒
運
転
撲
滅
「
鹿
児
島
県
下
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」』
が
４
月
27
日
午
後
４
時
30

分
か
ら
一
大
繁
華
街
、
鹿
児
島
市
の
天
文
館
一
帯
で
あ
っ
た
。
知
事
の
参
加
、
ま
た

総
勢
１
０
０
人
超
で
の
展
開
は
全
国
で
も
異
例
。
本
格
焼
酎
を
メ
イ
ン
と
す
る
酒
類

の
製
造
か
ら
販
売
ま
で
、
携
わ
る
者
の
強
い
結
束
で
訴
求
す
る
こ
と
で
県
民
運
動
の

起
点
と
な
っ
て
い
る
。

県
知
事
も
率
先
参
加

塩
田
康
一
知
事
㊤
、
大
会
宣
言
文
で
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
込
め
る
想
い
も
伝
え
た

『
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
』
の
一

貫
し
た
ブ
ラ
ン
ド
価
値
や
特

別
な
飲
用
体
験
を
お
客
さ
ま

に
提
供
す
る
こ
と
で
、〝
期

待
を
超
え
る
お
い
し
さ
、
楽

し
い
生
活
文
化
の
創
造
〟
を

目
指
す
」
と
し
て
い
る
。

り
〝
積
極
的
に
選
び
た
く
な

る
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ク
テ

ル
〟
を
目
指
す
」
と
し
て
い

る
。

　

▽
容
器
・
容
量
＝
缶
３
５

０
㎖
▽
ア
ル
コ
ー
ル
分
＝

０
・
00
％
▽
価
格
＝
オ
ー
プ

ン
価
格

　

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
㈱

（
東
京
、爲
定
一
智
社
長
）は
、

余
市
蒸
溜
所
内
レ
ス
ト
ラ
ン

を
改
修
し
「
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
’

「
生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
」刷
新

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

泡
の
密
度
増
加
、開
け
や
す
く

韓
国
で
も
数
量
限
定
発
売

「
シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
」
発
売

蒸
溜
所
内
レ
ス
ト
ラ
ン
改
修

夏
に
は
専
用
デ
ザ
イ
ン
で
通
年
発
売

ス
タ
イ
ル
バ
ラ
ン
ス
プ
ラ
ス
か
ら

余
市
に
リ
タ
ズ
キ
ッ
チ
ン
オ
ー
プ
ン

嗅琴ター ムユ

2- 二｀ , 疇一

巧
＂
必
缶

冗
ヽ
＂
臼
〗
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必
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